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0.0

20.0

40.0

60.0

雨

量

（mm）

住之江橋上流域の

流域平均雨量

0：00 12：00 0：00 12：000：00 12：00

降雨開始20時間後

（決壊直前）

5)浸水状況（ ④牛津川上流はん濫 地点：牛津川左岸14.6km ）

＜決壊直前までの浸水状況＞

凡　例

0.05 - 0.10m未満の区域

0.10 - 0.20m未満の区域

0.20 - 0.30m未満の区域

0.30 - 0.50m未満の区域

0.50 - 0.75m未満の区域

0.75 - 1.00m未満の区域

1.00m以上の区域

0.00

想定決壊箇所

降雨開始12時間後 降雨開始15時間後 降雨開始18時間後

降雨開始12時間後

降雨開始15時間後

降雨開始18時間後

降雨開始20時間後
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5)浸水状況（ ④牛津川上流はん濫 地点：牛津川左岸14.6km ）

＜決壊後から概ね浸水解消までの浸水状況＞

1時間後

48時間後 72時間後

12時間後

24時間後

3時間後 6時間後

120時間後

想定決壊箇所
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降雨開始12時間後 降雨開始15時間後 降雨開始18時間後 降雨開始21時間後

（決壊直前）

5)浸水状況（ ⑤牛津川下流右岸はん濫 地点：牛津川右岸10.4km ）

＜決壊直前までの浸水状況＞

凡　例

0.05 - 0.10m未満の区域

0.10 - 0.20m未満の区域

0.20 - 0.30m未満の区域

0.30 - 0.50m未満の区域

0.50 - 0.75m未満の区域

0.75 - 1.00m未満の区域

1.00m以上の区域

0.00

想定決壊箇所

降雨開始12時間後

降雨開始15時間後

降雨開始18時間後

0.0

20.0

40.0

60.0

雨

量

（mm）

住之江橋上流域の

流域平均雨量

0：00 12：00 0：00 12：000：00 12：00

降雨開始21時間後
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5)浸水状況（ ⑤牛津川下流右岸はん濫 地点：牛津川右岸10.4km ）

＜決壊後から概ね浸水解消までの浸水状況＞

1時間後

48時間後 72時間後

12時間後

24時間後

3時間後 6時間後

120時間後

想定決壊箇所
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降雨開始12時間後 降雨開始15時間後 降雨開始18時間後 降雨開始21時間後

（決壊直前）

5)浸水状況（ ⑥牛津川下流左岸はん濫 地点：牛津川左岸8.0km ）

＜決壊直前までの浸水状況＞

凡　例

0.05 - 0.10m未満の区域

0.10 - 0.20m未満の区域

0.20 - 0.30m未満の区域

0.30 - 0.50m未満の区域

0.50 - 0.75m未満の区域

0.75 - 1.00m未満の区域

1.00m以上の区域

0.00

想定決壊箇所

降雨開始12時間後

降雨開始15時間後

降雨開始18時間後

降雨開始21時間後

0.0

20.0

40.0

60.0

雨

量

（mm）

住之江橋上流域の

流域平均雨量

0：00 12：00 0：00 12：000：00 12：00
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5)浸水状況（ ⑥牛津川下流左岸はん濫 地点：牛津川左岸8.0km ）

＜決壊後から概ね浸水解消までの浸水状況＞

1時間後

48時間後 72時間後

12時間後

24時間後

3時間後 6時間後

120時間後

想定決壊箇所
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6)浸水継続時間 ①六角川上流はん濫 地点：六角川左岸23.8km
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

※浸水深50cm以上を対象とする

想定決壊箇所
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6)浸水継続時間 ②六角川下流右岸はん濫 地点：六角川右岸25.0km
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

※浸水深50cm以上を対象とする

想定決壊箇所
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6)浸水継続時間 ③六角川下流左岸はん濫 地点：六角川左岸13.2km
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

※浸水深50cm以上を対象とする

想定決壊箇所
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6)浸水継続時間 ④牛津川上流はん濫 地点：牛津川左岸14.6km
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

※浸水深50cm以上を対象とする

想定決壊箇所
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6)浸水継続時間 ⑤牛津川下流右岸はん濫 地点：牛津川右岸10.4km
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

※浸水深50cm以上を対象とする

想定決壊箇所
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6)浸水継続時間 ⑥牛津川下流左岸はん濫 地点：牛津川左岸8.0km
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

※浸水深50cm以上を対象とする

想定決壊箇所
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7)最大流速分布 ①六角川上流はん濫 地点：六角川左岸23.8km
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

想定決壊箇所

〔m/s〕
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7)最大流速分布 ②六角川下流右岸はん濫 地点：六角川右岸25.0km
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

想定決壊箇所

〔m/s〕
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7)最大流速分布 ③六角川下流左岸はん濫 地点：六角川左岸13.2m
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

想定決壊箇所

〔m/s〕
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7)最大流速分布 ④牛津川上流はん濫 地点：牛津川左岸14.6km
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

想定決壊箇所

〔m/s〕
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7)最大流速分布 ⑤牛津川下流右岸はん濫 地点：牛津川右岸10.4km
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

想定決壊箇所

〔m/s〕
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7)最大流速分布 ⑥牛津川下流左岸はん濫 地点：牛津川左岸8.0km
（100年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定（内水考慮））

想定決壊箇所

〔m/s〕
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（（３）３） 洪水規模による感度分析洪水規模による感度分析
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浸水想定についての基本的な考え方

六角川は１００年に１回の頻度で発生する洪水に対応することを目指した治水施設の整備を実施。

まずは、１００年に１回の頻度で発生する洪水について浸水想定を実施

上記等を踏まえ、洪水流量を変化させた感度分析を実施（計画降雨の 0.9、1.0、1.1、1.2倍 ）

１．治水施設の整備目標

２．浸水想定の検討対象洪水

３．洪水規模による感度分析

４．大規模浸水時の浸水想定の作成

類似のはん濫形態をもつものに分類し、被害が最も大きくなる堤防決壊箇所を想定

整備途上での被災や地球温暖化による気候変動に伴う降雨量の増加が懸念される

感度分析の結果、被害状況が著しく異なることが無いか確認

１００年に１回の頻度で発生する洪水を対象 １００年に１回の頻度で発生する洪水と、
それ以外の洪水も対象

ない ある
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1)洪水規模による感度分析 ①六角川上流はん濫 地点：六角川左岸23.8km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 最大浸水深）

1/100→1割減

AとBの最大浸水深の差

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量

A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量

想定決壊箇所

注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

浸水面積（ha） 約11,700
浸水域人口（人） 約33,000
床上浸水（世帯） 約2,800
床下浸水（世帯） 約6,500

浸水面積（ha） 約12,300
浸水域人口（人） 約36,000
床上浸水（世帯） 約3,400
床下浸水（世帯） 約6,800
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1)洪水規模による感度分析 ②六角川下流右岸はん濫 地点：六角川右岸25.0km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 最大浸水深）

1/100→1割減
注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

AとBの最大浸水深の差

想定決壊箇所

浸水面積（ha） 約12,100
浸水域人口（人） 約35,000
床上浸水（世帯） 約3,200
床下浸水（世帯） 約6,600

浸水面積（ha） 約12,700
浸水域人口（人） 約38,000
床上浸水（世帯） 約3,800
床下浸水（世帯） 約6,800

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量

A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量
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1)洪水規模による感度分析 ③六角川下流左岸はん濫 地点：六角川左岸13.2km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 最大浸水深）

1/100→1割減
注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

AとBの最大浸水深の差

想定決壊箇所

浸水面積（ha） 約11,700
浸水域人口（人） 約33,000
床上浸水（世帯） 約2,800
床下浸水（世帯） 約6,500

浸水面積（ha） 約12,300
浸水域人口（人） 約36,000
床上浸水（世帯） 約3,500
床下浸水（世帯） 約6,700

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量
A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量
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1)洪水規模による感度分析 ④牛津川上流はん濫 地点：牛津川左岸14.6km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 最大浸水深）

1/100→1割減
注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

AとBの最大浸水深の差

想定決壊箇所

浸水面積（ha） 約11,700
浸水域人口（人） 約34,000
床上浸水（世帯） 約2,900
床下浸水（世帯） 約6,500

浸水面積（ha） 約12,400
浸水域人口（人） 約37,000
床上浸水（世帯） 約3,600
床下浸水（世帯） 約6,800

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量

A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量
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1)洪水規模による感度分析 ⑤牛津川下流右岸はん濫 地点：牛津川右岸10.4km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 最大浸水深）

1/100→1割減
注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

AとBの最大浸水深の差

想定決壊箇所

浸水面積（ha） 約11,900
浸水域人口（人） 約35,000
床上浸水（世帯） 約3,600
床下浸水（世帯） 約6,100

浸水面積（ha） 約12,400
浸水域人口（人） 約38,000
床上浸水（世帯） 約4,200
床下浸水（世帯） 約6,400

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量

A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量
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1)洪水規模による感度分析 ⑥牛津川下流左岸はん濫 地点：牛津川左岸8.0km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 最大浸水深）

1/100→1割減
注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

AとBの最大浸水深の差

想定決壊箇所

浸水面積（ha） 約12,300
浸水域人口（人） 約38,000
床上浸水（世帯） 約4,400
床下浸水（世帯） 約6,400

浸水面積（ha） 約12,800
浸水域人口（人） 約41,000
床上浸水（世帯） 約5,200
床下浸水（世帯） 約6,500

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量

A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量
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2)洪水規模による感度分析 ①六角川上流はん濫 地点：六角川左岸23.8km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 浸水継続時間）

1/100→1割減

AとBの浸水継続時間の差

注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

浸水面積（ha） 約11,700
浸水域人口（人） 約33,000
床上浸水（世帯） 約2,800
床下浸水（世帯） 約6,500

浸水面積（ha） 約12,300
浸水域人口（人） 約36,000
床上浸水（世帯） 約3,400
床下浸水（世帯） 約6,800

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量

A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量

凡 例
（浸水継続時間）

凡 例
（浸水継続時間の差）
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2)洪水規模による感度分析 ②六角川下流右岸はん濫 地点：六角川右岸25.0km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 浸水継続時間）

1/100→1割減

AとBの浸水継続時間の差

注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

浸水面積（ha） 約12,100
浸水域人口（人） 約35,000
床上浸水（世帯） 約3,200
床下浸水（世帯） 約6,600

浸水面積（ha） 約12,700
浸水域人口（人） 約38,000
床上浸水（世帯） 約3,800
床下浸水（世帯） 約6,800

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量

A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量

凡 例
（浸水継続時間）

凡 例
（浸水継続時間の差）
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2)洪水規模による感度分析 ③六角川下流左岸はん濫 地点：六角川左岸13.2km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 浸水継続時間）

1/100→1割減

AとBの浸水継続時間の差

注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

浸水面積（ha） 約11,700
浸水域人口（人） 約33,000
床上浸水（世帯） 約2,800
床下浸水（世帯） 約6,500

浸水面積（ha） 約12,300
浸水域人口（人） 約36,000
床上浸水（世帯） 約3,500
床下浸水（世帯） 約6,700

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量

A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量

凡 例
（浸水継続時間）

凡 例
（浸水継続時間の差）
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2)洪水規模による感度分析 ④牛津川上流はん濫 地点：牛津川左岸14.6km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 浸水継続時間）

1/100→1割減

AとBの浸水継続時間の差

注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

浸水面積（ha） 約11,700
浸水域人口（人） 約34,000
床上浸水（世帯） 約2,900
床下浸水（世帯） 約6,500

浸水面積（ha） 約12,400
浸水域人口（人） 約37,000
床上浸水（世帯） 約3,600
床下浸水（世帯） 約6,800

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量

A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量

凡 例
（浸水継続時間）

凡 例
（浸水継続時間の差）
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2)洪水規模による感度分析 ⑤牛津川下流右岸はん濫 地点：牛津川右岸10.4km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 浸水継続時間）

1/100→1割減

AとBの浸水継続時間の差

注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

浸水面積（ha） 約11,900
浸水域人口（人） 約35,000
床上浸水（世帯） 約3,600
床下浸水（世帯） 約6,100

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量

A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量

浸水面積（ha） 約12,400
浸水域人口（人） 約38,000
床上浸水（世帯） 約4,200
床下浸水（世帯） 約6,400

凡 例
（浸水継続時間）

凡 例
（浸水継続時間の差）



5757

2)洪水規模による感度分析 ⑥牛津川下流左岸はん濫 地点：牛津川左岸8.0km
（０．９倍、１．０倍の比較 内水考慮 浸水継続時間）

1/100→1割減

AとBの浸水継続時間の差

注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

浸水面積（ha） 約12,300
浸水域人口（人） 約38,000
床上浸水（世帯） 約4,400
床下浸水（世帯） 約6,400

浸水面積（ha） 約12,800
浸水域人口（人） 約41,000
床上浸水（世帯） 約5,200
床下浸水（世帯） 約6,500

B：100年に1回の確率で発生する

洪水流量

A：計画降雨量が約1割減に

なった場合の洪水流量

凡 例
（浸水継続時間）

凡 例
（浸水継続時間の差）



5858

3)洪水規模による感度分析 ①六角川上流はん濫 地点：六角川左岸23.8km
（１．０倍、１．１倍、１．２倍の比較 内水考慮 最大浸水深）

1/100→1割増

1/100→2割増

ＡとＢの最大浸水深の差 ＡとＣの最大浸水深の差

想定決壊箇所

A：100年に1回の確率で発生する

洪水流量
B：約1割増の洪水流量 C：約2割増の洪水流量

浸水面積（ha） 約12,300
浸水域人口（人） 約36,000
床上浸水（世帯） 約3,400
床下浸水（世帯） 約6,800

浸水面積（ha） 約12,900
浸水域人口（人） 約40,000
床上浸水（世帯） 約4,100
床下浸水（世帯） 約7,000

浸水面積（ha） 約13,300
浸水域人口（人） 約42,000
床上浸水（世帯） 約4,700
床下浸水（世帯） 約7,100

注）図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。

このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

・最大浸水深は、計画降雨の1割増しの場合、内水と越水により六角川と武雄川に挟まれる範囲で0.3m～0.5m程度、六角川と杵島山に挟まれる範囲で0.5m～1.0m程度
増加する。内水と越水により六角川と武雄川に挟まれる範囲で浸水区域が広がる。潮見橋付近等左右岸の約1.8kmで新たに越水する。

・さらに、計画降雨の2割増しの場合、内水と越水により上記の範囲全域で1.0m～2.0m程度増加する。武雄川合流点上流左右岸の約3.4kmで新たに越水する。


